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43　　　　　子 宮頸癌 FIGO 新分類 IA2 期 の 取 扱

い に っ い て

　一
浸潤 の 深 さ 3〜 5mm の扁平上皮癌例に っ い て

一

44　　　　 子宮頸癌 の 所属 リ ン パ 節転移 を 左右す

る 因子 に つ い て の 病理 学 的研究
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［目的］ 当科 に 於 て 子 宮頸癌 la期 の 5 年 予後 は，

ユ969年〜 1980年 の 症例で は 97．6 ％ （240／ 246） で

あ り
， 治 療 を 縮 小 化 し て よ い 成 績 が 得 られ て い る 。

今回，FIGO 新 分類 IA2 期 の 症 例 の 内 ， 深 さ が 3

皿 m 〜 5 皿皿 迄 で ，縦軸 の 方向 の 浸 潤 が 7mm を越 え な

い 症例 に つ きそ の 取 扱 い を考 察 した 。

［方 法］ 1983年 〜 1987年 の 5 年 間 の 子 宮頸癌 lb期

及 び lbocc 期 の 症 例で ，広 汎子 宮 全摘 及 び リ ン パ

節 廓 清後 ， 組 織 学的 に 検 討 で き た 55例 を対 象 に
，

そ の 広 が り に つ き 検 討 した 。

［成績］ 55例 中 で ，FIGO の 新 分類 IA2 期 の 内，

浸潤 の 深 さ 3mm 〜 5mm で 縦軸 の 長 さ 7mm を 越え な

い 症例 は
，

19例 （34．5 ％ ） で あ っ た 。 浸 潤 の 深 さ

は 4 田 m 〜 5m 皿 で あ り，縦軸 の 幅は 2 皿 m 〜7．Ommで あ

っ た 。 ま た ，そ の 19例は 摘 出標 本 の 検討 の 結果 ，

い ず れ も，子宮旁組織浸潤，腟壁浸潤， リ ン パ 節転

移を 認 め な か っ た 。

一
方55例 の 内 ，浸 潤 の 深 さ が

3　 mm −v 　5 皿 m で 縦軸 の 長 さ が 7m 皿 を 越 え る も の は 4

例 あ り，そ の 浸潤の 深 さ は 3mm 〜 4 田皿 で 縦軸 の 幅

は 10mm　−v20mm で あ っ た が ， い ず れ も ， 子 宮旁組 織

浸 潤
， 腟 壁 浸潤

，
リ ン パ 節転移を 認 め な か っ た 。

尚，55例 の 内 ，子 宮外進展 を 認 め た の は 7 例で ，

そ の 浸潤 の 深 さ は 6　mm 〜19mmで 縦軸 の 浸 潤 の 長 さ

は 17田 m 〜19m皿 で あ っ た 。

匚結論コFIGO の 新 分類工A2 期 の 内浸潤 が 深 さ 3

皿
〜 5mm 縦 軸 の 長 さ 7m 皿 ま で の 浸 潤 の 症 例 で は ，

リ ン パ 節 転移 ，子 宮外進展 は な か っ た 。従 っ て ，

円錐切除 等 の 的確 な 腫 瘍 の 広 が り が 診 断 で き れ ば，

そ の 治療 の 縮 小 化 の 可 能 性 が あ る と 考 え られ る。

【目的】 子宮頸 癌 に わい て ， 所属 リ ン パ 節転 移 の 有

無 ，わ よ び その程度を 左右する 因子に っ い て ，摘出標

本 に よ る病理学的所見 よ り検討 した 。 【方法 】 当院に

て 広 汎 性子宮全摘術 を施行 した 149 例 の 子宮 頸部

扁平 上 皮癌症例を対象とし，個 ftの症例に つ き 子宮

頸 部連 続 8 切 片 の う ち ，病変 の 最 も強 い 1 切 片 に

お い て 以 下の 項 目 と リン パ 節転 移 と の 関連 を 調 査 し

た 。 1）腫 瘍最 大面積，　 2）脈管侵襲 の 有無 とそ の

程 度，　 3）浸潤性発育 の 有無 と その 程度，4）組織型，

5）傍結 合織浸潤の 有無 。 　 2）に つ い て は ，脈 管侵

襲の な い もの を 0 群， 1ケ所認め られ た もの を 1 群 ，

5ケ 所まで を 2群 ， 6 ケ所以 上を 3群 とした 。 3）に っ

い て は次の 3つ の群に 分類 した 。 0群 ；腫瘍先端部に

お い て 完全 に 圧排性 の 発育 を 示す もの ， 1群 ； 細胞層

が 10層以 上の 索状構造 をとり， 浸 潤性 の 発 育が み ら

れ る もの ，2群 ； 9層以下の 索状構 造を とり浸潤 す

る もの 。 【成績】 リ ン パ 節転移率は全体で 31．5％ で あ

っ た。腫蕩面積 で は 100  
2
以 下で は 2．5 ％ ，500mmZ

以 上 で は 68．2 ％ の 転 移率 で あ っ た。 脈 管侵 襲 で は

0 群 二 9．1 ％ ， 1群 ： 40。9％ ， 2群 ： 75．O ％， 3 群

： 83．0％ の 転移 率で あ っ た 。 ま た ， 3 個 以上 の 転

移を認 め た 症例 の 7　7．7　9・ が 2群 お よ び 3 群 に 属

し て い た 。 浸潤性発 育で は 0 群 ： 2L4 ％ ， 1 群 ：

35．5 ％ ， 2 群 ： 50．0 ％ で あ っ た 。 　 組織 型 で は 小

細胞 型 が ，傍結合織浸 潤 で は 浸 潤有 りの 群が 有意

に 転移 率が 高か っ た 。 　【結論】子宮頸部浸潤癌に

お い て 腫易最大 面積 ，脈管侵襲，浸潤 性発育・組

織型 ， 傍結 合織浸潤の 各 因子 が リ ン パ 節転移 率に

影響 を 及 ぼ し て い る と考 え ら れ た 。 と くに 脈管 侵

襲 の 強度は 転移率を 左右す る重要 な 因子で あ ると

考 え られ た 。
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